
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

  

 

平成23年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成22年7月30日

上 場 会 社 名 株式会社カワタ 上場取引所 JQ

コ ー ド 番 号 6292 URL http://www.kawata.cc/

代  表  者 (役職名)取締役社長執行役員営業部門統括 (氏名)湯川 直人
問合せ先責任者 (役職名)財務経理部長 (氏名)白石 亙 TEL 06(6531)8211

四半期報告書提出予定日 平成22年8月11日 配当支払開始予定日 ─

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 2,750 44.5 84 ─ 86 ─ 16 ─

22年3月期第1四半期 1,904 △48.3 △231 ─ △208 ─ △256 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 2.39 ─

22年3月期第1四半期 △35.97 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 10,959 5,090 45.1 696.99

22年3月期 10,577 5,042 46.4 692.23

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 4,942百万円 22年3月期 4,909百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ─ 0.00 ─ 0.00 0.00

23年3月期 ─

23年3月期(予想) 0.00 ─ 7.50 7.50

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,150 26.8 90 ─ 95 ─ 57 ─ 8.11

通期 10,300 18.0 180 ─ 190 ─ 115 ─ 16.22



 

 
    (注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計

処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─社 (           ─)、除外  ─社 (           ─)

    (注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

    (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 7,210,000株 22年3月期 7,210,000株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 118,192株 22年3月期 117,912株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 7,092,036株 22年3月期1Ｑ 7,129,707株

(注意事項)
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世界経済は欧州の財政懸念や先進国の高水準の失業率等、引き続き厳しい状況にあるものの、新興国

を中心とした需要は回復・拡大しております。わが国経済も、デフレや厳しい雇用情勢等、深刻な状況

ではありますが、製造業の生産や輸出は持ち直してきており、設備投資にも下げ止まりの動きがみられ

るようになってきました。 

当社グループの主力納入先であるプラスチック成形加工業界におきましても、平成22年１月～３月の

射出成形機の国内生産は、金額ベースで249億円と一昨年の同期間の約42％減の水準ながら前年同期間

と比較すると約24％増まで回復してきております。 

このような環境下、当社グループは、プラスチック成形関連のコアビジネスにおきまして、品質の向

上、納期の確守、新製品の開発等、競争力強化によるマーケットシェアの拡大を図るとともに、環境、

電池、食品、医薬、化粧品等の新規販売分野の開拓・拡大に注力してまいりました。 

この結果、売上高は中国を中心とした東アジアが堅調に推移したこと、国内においても電子部品関連

の需要が回復基調であること等により、前年同期比８億４千６百万円増(同44.5％増)の27億５千万円と

なりました。 

損益面でも、価格競争の激化によるマイナス要因はあるものの、売上高の増加に伴う売上総利益の増

加、材料費を中心とした原価低減や諸経費低減努力等により、８千４百万円の営業利益(前年同期は２

億３千１百万円の営業損失)、８千６百万円の経常利益(前年同期は２億８百万円の経常損失)となりま

した。 

これから、法人税、住民税及び事業税５千１百万円等を計上した結果、１千６百万円の四半期純利益

(前年同期は２億５千６百万円の四半期純損失)となりました。 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、受取手形及び売掛金、仕掛品が増加したこと等により４億

２千８百万円増加し、82億８千８百万円となりました。固定資産は、前連結会計年度末に比べて、有形

固定資産、投資有価証券が減少したこと等により４千６百万円減少し、26億７千１百万円となりまし

た。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて３億８千１百万円増加し、109億５千９百万円と

なりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、１年内償還予定の社債が減少しましたが、支払手形及び買

掛金が増加したこと等により１億２千９百万円増加し、34億６千万円となりました。固定負債は、前連

結会計年度末に比べて、長期借入金が増加したこと等により２億４百万円増加し、24億８百万円となり

ました。この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて３億３千４百万円増加し、58億６千９百万

円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、利益剰余金、為替換算調整勘定が増加したこと等により

４千７百万円増加し、50億９千万円となりました。 

  

世界経済は緩やかに回復しているものの、米国の停滞感、欧州を中心とする財政・金融問題、新興国

を中心とする過熱感や為替、労働問題等の不安定要素により景気の減速も懸念されております。当社グ

ループでは、コアビジネスにおける更なる競争力強化、新規販売分野の開拓・拡大のスピードアップ

等、重点施策を着実に実行し、期初計画の達成に注力してまいります。現時点におきましては、平成22

年５月14日に発表いたしました業績予想に変更はありません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間

按分する方法によっております。なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングに前連結会計年度以降の経営環境等の著しい変化を加

味する方法によっております。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日)を適用しております。 

これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。ま

た、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額についても影響は軽微であります。 

（四半期連結損益計算書） 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づき財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用に伴い、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

② 棚卸資産の評価方法

③ 固定資産の減価償却費の算定方法

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 会計処理の原則・手続の変更

② 表示方法の変更
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,233,701 3,412,316

受取手形及び売掛金 3,690,841 3,102,036

商品及び製品 231,594 380,325

仕掛品 394,250 280,117

原材料及び貯蔵品 677,969 646,396

その他 167,918 139,651

貸倒引当金 △108,097 △101,295

流動資産合計 8,288,178 7,859,547

固定資産

有形固定資産

土地 1,322,093 1,319,939

その他（純額） 933,179 958,917

有形固定資産合計 2,255,273 2,278,856

無形固定資産

その他 29,305 30,222

無形固定資産合計 29,305 30,222

投資その他の資産

その他 406,562 430,288

貸倒引当金 △19,913 △21,386

投資その他の資産合計 386,648 408,902

固定資産合計 2,671,227 2,717,981

資産合計 10,959,406 10,577,528

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,424,882 1,203,079

短期借入金 597,591 626,961

1年内償還予定の社債 660,000 900,000

未払法人税等 24,495 －

製品保証引当金 113,261 105,613

役員賞与引当金 － 5,000

その他 640,754 490,376

流動負債合計 3,460,984 3,331,030

固定負債

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 885,793 674,792

退職給付引当金 285,350 271,999

役員退職慰労引当金 125,881 142,987

負ののれん 23,856 26,433

その他 87,215 87,765

固定負債合計 2,408,097 2,203,977

負債合計 5,869,081 5,535,007
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 977,142 977,142

資本剰余金 1,069,391 1,069,391

利益剰余金 3,058,662 3,041,690

自己株式 △40,236 △40,166

株主資本合計 5,064,960 5,048,057

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 17,316 28,726

為替換算調整勘定 △139,374 △167,411

評価・換算差額等合計 △122,057 △138,685

少数株主持分 147,421 133,148

純資産合計 5,090,324 5,042,520

負債純資産合計 10,959,406 10,577,528
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 1,904,321 2,750,957

売上原価 1,521,004 2,021,859

売上総利益 383,316 729,098

販売費及び一般管理費 614,980 644,709

営業利益又は営業損失（△） △231,663 84,388

営業外収益

受取利息 1,363 2,214

受取配当金 2,203 2,580

負ののれん償却額 2,323 2,577

保険解約返戻金 11,532 －

助成金収入 － 7,392

受取保険金 9,926 －

その他 12,067 9,257

営業外収益合計 39,416 24,022

営業外費用

支払利息 11,597 13,753

支払手数料 － 5,000

その他 5,059 3,469

営業外費用合計 16,657 22,223

経常利益又は経常損失（△） △208,904 86,187

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,527 －

特別利益合計 4,527 －

特別損失

固定資産除却損 292 －

特別損失合計 292 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△204,669 86,187

法人税、住民税及び事業税 9,872 51,595

法人税等調整額 44,356 1,864

法人税等合計 54,228 53,460

少数株主損益調整前四半期純利益 － 32,726

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,430 15,754

四半期純利益又は四半期純損失（△） △256,467 16,972
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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